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高等学校 「家庭基礎」 における消費者教育の充実
中 村 真理子* 永 田 智 子**
この研究は, 高等学校家庭科の必修科目における消費者教育の充実を目的と している。 そのための手立ては次の4 つで
ある。1 ) 学習内容の精選, 2 ) ライ フデザイ ンを主軸に据えた指導計画, 3 ) 生徒の興味 ・ 関心を高め, 活動を効率的
に進めるためのICT (Information and Communication Technology) の活用, 4 ) CSR (Corporate Social Responsibility) か
らの教材を指導目標に合わせるためのアレ ンジ。 こ れらの手立てを踏まえて学習指導案を作成し, 7 クラス (281人) を
対象に授業を行った。 受講した生徒のテストやワーク シート を分析した結果, 生徒は基本的な内容を理解し, 消費者教育
に対する興味 ・ 関心や意欲を高めたこ とがわかった。 このことから開発した教材によって高校家庭科の消費者教育を充実
できることが示唆された。 
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1 . 背景と目的
2009年告示 (2013年度実施) 学習指導要領 (文部科学
省, 2009) の改善の基本方針では, 食育の推進等と並ん
で, 「主体的に生きる消費者をはぐく む視点から, 消費
の在り方及び資源や環境に配慮したライ フスタイ ルの確
立を目指す指導を充実する」 こ とが示された。 さらに具
体的事項と して 「高校生の発達課題と生涯生活設計, キャ
リ アプラ ンニ ングなどの学習を通して, 次世代 を担う こ
とや生涯を見通す視点を明確にすると と もに、 生涯賃金
や働き方, 年金などとの関係に関する指導などを加え, 
生活を総合的にマネジメ ントする内容を充実する」 とあ
る o
学習指導要領解説家庭編 (文部科学省, 2010) におい
て, 家庭科の目標は 「消費者教育や環境教育, 食育の推
進, 少子高齢化等への対応を重視し、 家族や生活の営み
を人の一生とのかかわり の中で総合的にと らえ、生活を
主体的に営む能力と実践的な態度を育てること、 男女が
協力して家庭や地域の生活を創造する能力を育てるこ と」
と説明 されている。 こ れらのこ とから, 家庭科教育にお
いて消費者教育の充実が求められているといえる。
とこ ろで, 平成15年度から高等学校家庭科の必修科目
と して2 単位の 「家庭基礎」 が登場し, 現在ではほと ん
どの学校において 「家庭基礎」 が選択されている(兵庫
県教育委員会, 2013)。 以前は男女共に4 単位だったた
め学習時間は半減である。 一方, 学習内容は大して減っ
ていない。 以上のことから, 本研究では 「家庭基礎」 に
おいて, 他の学習内容をできるだけ削ることなく 消費者
教育を充実させるための単元や教材を開発し, 実践を通
してその効果を検証するこ と を目的と した。 
2 . 単元 ・ 教材の開発
2. 1 ライ フデザイ ンを軸と した年間指導計画の作成
「家庭基礎」 の学習内容の中で, 家族 (保育 ・ 高齢者
福祉) と消費生活 (衣食住) をライ フデザイ ンで包括す
ることで消費者教育をさらに充実させるこ とが可能とな
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ると考えた。 ライ フデザイ ンとは, 多様な夢や目標を考
えるこ とである。 学習指導要領では生活設計に該当する
が, 大石 (2001) が 「1990年代に入り, 生活設計は経済
設計に偏重したライ フ プラ ンから ライ フデザイ ンへと変
化してきた」 と述べているこ とからライ フデザイ ンとす
る。 ライ フデザイ ンで各分野の関係性を高めて一連の流
れをつく るこ と によって時間の短縮を図る。 また, 学習
指導要領では消費生活の内容において 「生涯を見通した
経済の計画」 もあげており, ライ フデザイ ンのための学
習とするこ とで, 生徒は当事者意識をも って意欲的に取
り組むこ とができる。
「家庭基礎」 の学習において, 最初 (導入のための単
元) と最後 (まとめと しての単元) にライ フデザイ ンを
置き, 家族構成員の各発達段階での課題, 消費生活の課
題などをライ フデザイ ンに繁げるよう に計画した(図 1 )。 
それによって大きな消費生活の分野と して関連付けるこ
とができ る。 そのため, 学習前のオリエ ンテーシ ョ ンで, 
生徒にはこの流れを説明し, イ メ ージを与える必要があ
る。 
事入●元 t と0●元
* 兵庫県立伊川谷北高等学校 * * 兵庫教育大学大学院教育実践高度化専攻
(注) ■ : 家族に関する単元
: 消費生活に関する単元
図 1 年間学習指導計画のモデル
平成26年10月22 日受理
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さ らに各分野の学習内容をライ フデザイ ンに関連づけ
るよう に検討 し, バラ ンスを考えながら, 実践校の年間
指導計画 (70時間, 実授業時数では56時間) を立てた。 
2. 2 消費者教育の学習内容の精選
消費者教育のミ ニマム ・ エ ツセ ンシヤルズを探るべく, 
御船 ・ 山本 ・ 近藤(2006) の消費者教育のキーワード, 
田中 (2009) の用いる 「家庭基礎」 学習項目を参考にし
た。 御船は消費生活センタ ーの職員 を対象にアンケート
調査を行い, その結果から消費者教育のキーワードを導
き, 9大分類を設定した。 これを受けて, 田中はこのキー
ワードを学習項目と して, 各社から出ている教科書に記
載があるかどう かを調査 し考察 した。 本研究では田中
(2009) を参考に, 7 分類, 35の学習項目に精選した。 
これらの学習項目の妥当性を検証するため, 新学習指導
要領に基づいた 「家庭基礎」 の教科書において学習項日
の記載を調査した。 調査対象は兵庫県で採択されている
教科書上位 2 社 ( シェアはA 社28.7%, B 社21.7%。 な
お実践校ではライ フデザイ ンを軸とする際, 説明しやす
いA 社を採択) で, 細かな記載のばらつきがあったが, 
これらの学習項目は学習指導要領において妥当であるこ
とが確認できた (表 1 )。 
表1 学習項目の検討 ( 0 は記述あり, △は記述不十分) 
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さ らに, 中学校との関わり も考え, 実践校生徒の出身
中学校 ( K市) で採択されている社会科 (公民分野) , 
技術 ・ 家庭科(家庭分野) の新学習指導要領に基づいた
教科書において, 重複の有無を調べた。 なお高校公民科
については, 一番詳しい 「政治 ・ 経済」 の教科書であっ
ても, 個々の内容には踏み込まず列挙しているだけであ
るため調査対象と しなかった。
この結果も合わせて表1 に示す。 中学校ではあまり触
れられず, 高校にて指導を要すると考えられる学習項目
は, 網掛けで示しているよう に 【金融クレジッ ト】 に多
く みら れ, その他 「'3三者間取引」 「'5特定商取引法」 「26 
給与明細」 「29ライ フ プラ ン」 な どが該当 し, こ れらの
学習項目を重点化すべきだと考えた。
安全 , 商品の選択 , 環境への配慮の視点は衣 ・ 食 ・ 住
の各分野で取り扱う こ とができ るため, 「'7商品のマー
ク」 「25商品の選択」 は衣 ・ 食 ・ 住分野へ移動し た。 ま
た, 【環境】 単独と しては割愛するこ とにした。 小学校
や中学校において 【環境】 の基本的なこ とは学習してい
ると考えられ, それ以上の発展的な学習を行う には多 く
の時間を要するためである。 以上のこ とから, 30の学習
項目 ( 1 ~ 16、18~ 24、26~ 32) を消費生活分野で扱う
こ と と した。 
2.3 消費者教育の核となる単元の開発
消費者教育の核となる消費生活分野の単元 「家計の管
理と消費行動」 を考えた。 年間指導計画から, この単元
にあてられる時間は年間の学習のまとめの時間も含め実
質 7 時間である。 そこで, 授業の流れを検討し, 2.2で
述べた30の学習項目を配置した (表 2 )。
単元の指導目標については, 学習指導要領に基づいて
(1) 「家庭経済や消費生活に関する基礎的な知識を習得
させるとともに, 現代の消費の課題について認識させる」, 
及び(2) 「生涯を見通した生活における経済の管理や計
画について考えられるよう にする」 と した。 さ らに, 将
来を見通す視点を重視しながら, 評価規準, 指導内容な
どを考えた。 指導計画は全7 時間で, 図 2 の通りである。 
表 2 学習項目の配置
65 
家計 
(家庭経済) 
1時間目 30国民経済, 27家計収支の分類 
16 ネ ッ ト シヨツピング, 3 無店舗販売, 
2 カー ドでの支払 
2 時間日 26給与明細, 28家計簿記帳 
3 時間目 29ライ フ プラ ン, 9 リ スクの備え, 
10生命 (損害) 保険 
消費者問題 
(自立した 
消費者へ) 
4 時間目 19消費者問題, 31消費者の権利 ・ 責任 
32消費者基本法, 22消費者庁, 
23国民 (消費) 生活センタ ,ー 20PL 法, 
18警告表示 
5 時間目 11契約, 1 クレジッ トのし く み, 
13三者間取引, 24意思決定 
21悪徳商法, 14 クー リ ングオフ, 
15特定商取引法, 12消費者契約法 
6 時間目 21悪徳商法 (事例) 
ま とめ 
(ライ フ
デザイ ン) 
7 時間目 2多重債務, 7 キヤツシング, 
4 消費者金融, 8 金融取引の金利, 
6 自己破産者不利益 
2.4 ICTやCSRを活用した教材の作成
中屋ら (2001) は男女必修化した家庭科を学んだ生徒
の感想を分析したが, 「生徒自ら手を動かして活動する
取り 組みが生徒の “学習 してよかった感” を高める」 と
している。 また, 学習指導要領解説家庭編において, 指
導計画における配慮事項と して 「原則と して10分の 5 以
上を実験 ・ 実習に配当すること」 とある。 しかし, 消費
生活分野は座学中心になり がちで, 「生徒自ら手を動か
して活動する取り組み」 を入れよう とすると時間がかかっ
てしまう。 そこで, 無駄な時間を省き, より魅力的な授
業にする方法と してI C T (情報通信技術) 活用が有効
であると考えた。 学習指導要領解説家庭編にも 「指導の
各場面において, コ ンピュータなどの活用を図り, 学習
の効果を高めるよう にす る」 と ある。 コ ンピュ ータや視
聴覚機器を積極的に使用して, 生徒の関心や意欲を高め, 
かつ, 思考 ・ 判断へとつなげる教材と してI C T 教材を
作成した。
一方、C S R (企業の社会的責任) によって提供され
た教材に着日した。 専門家が製作した優良な教材であり, 
学校教育における活用に積極的である。 但し、 そのまま
使用すると授業時間が不足するため, 簡素化や作業の効
率化を考えてアレ ンジした。 こ れには, 後に述べる3 ) 
と4 ) が該当する。 
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単元 : 家計の管理と消費行動
①指導目標 : (1) 家庭経済や消費生活に関する基礎的な知識を習得させるとと もに, 現代の消費
の課題ついて認識させる
(2) 生涯を見通した生活における経済の管理や計画について考えられるようにする
②評価規準 : 
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 
生涯 を見通 した家計の 
管理や計画, 消費行動に 
おけ る意思決定につい 
て関心を持ち, その充実 
向上 を目指 して意欲的 
に取組むと共に, 今後の 
生活に生かそ う と す る 
態度を身につけている。 
自己のラ イ フ ス タ イ ル
の実現を日指 して, 課題 
を見い だ し なが ら ラ イ
フデザイ ンを行い, 表現 
してい る。 
生活におけ る経済の計 
画, 管理を適切に行う技 
術を身に付け, 自己のラ
イ フ デザイ ンのた めに 
必要な情報 を整理する 
こ とができる。 
消費者の権利と 責任に 
ついて理解し, 適切な意 
思決定に基づいた消費 
行動 がと れ る た めの基 
礎的 ・ 基本的な知識を身 
に付けている。 
③指導計画 : 全 7 時間
学習内容 主な学習活動 目標 (ねらい、目ざす生徒の姿) 学習項目 
第 
1 
次 
家 
庭 
経 
済 
1 ・ 生まれてから高校卒業まで、 
18 年間の費用を考える 
・ 家計の意味とその構成内容を 
知る 
・ 様々な消費行動を知る 
・ お金に関心を持ち、 親のあり 
がたみ を感 じ る 
・ 家計の見かけ上の収入・ 支出 
を識別でき る 
・ 家計の支出が分別できる 
30 国民経済 27 家計 
収支の分類 16 ネ ッ ト
シ ョ ッ ピング3 無店 
舗販売 2 カー ド払い 
/ 26 給与明細28 家計 
簿記帳 
/ 29 ライ フプラ ン9 
リ スクの備え20生命 
(損害) 保険 
2 ・ 給料明細を検討する 
・ 家計の管理法を実習する 
・ 収支バラ ンスを考える 
( 2 人ずつの班活動) 
・PC上の帳簿に記帳できる 
・ 安定した家庭生活のためには 
金銭管理が重要であることに 
気づ く 
3 ・ 生活設計マネーゲームをする 
・ 働き方、 リ スク対応等につい 
て考える ( 4 人ずつの班活動) 
・ 人生の金銭管理における留意 
点を知り、様々な条件での消費 
行動を考える 
第 
2 
次 
自 
立 
し 
た 
消 
費 
者 
へ 
1 ・ 消費者問題や消費者の自立と 
支援について知る 
・ 現代の消費生活の課題を知る 
・消費生活の課題や消費者の権 
利と責任について理解する 
・ 契約の基本について理解する 
19 消費者問題 31 消費者権 
利・責任32 消費者基本法 
22 消費者庁23 国民 (消費) 
生活センタ 2ー0 PL法 18 警告 
表示/ l l 契約 1 クレシ゛ ットl 3 
三者間取引 24 意思決定/ 
21 悪徳商法 l4 ク リーンク゛ オフ
15 特定商取引法 l2 消費者 
契約法 
2 ・契約に関わる消費者トラブル
について考える 
・ 被害の対策について知る 
・ 契約 トラブルの事例を知り、 
防止策と解決策を理解する 
3 
* 
・ 問題商法のDVD を視聴する ・身近な消費者 トラブルの危険 
とその具体策について考える 
第 
3 
次 
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
1 ・既製と 自分の と 
を比べ、 何が欠けていたか考察 
する 
・ リ スク とその備えを知る 
・ これからの自分の人生におけ 
る日標、働き方、 リ スク等につ 
いて考える 
2 多重債務 7 キヤツ 
シング4 消費者金融 
8 金融取引の金利 
6 自己破産者不利益 
図 2 単元 「家計の管理と消費行動」 の学習指導案
* 注 : 第 2 次の 3 「DVD 視聴による事例研究」 は, 年度末実施のため授業時数不足により実践できなかった
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1 ) 「家計簿」 教材の作成
第 1 次の家庭経済で, 「家計簿」 を取り上げた。 現在では, 小学校家庭科において 「小遺い帳」 は学習しない。 今の
高校生が自分のお金の管理について学ぶのは, これが最初ではないかと思われる。 家計の管理を考えると, 金銭の流れ
を記録するこ とは不可欠である。 近頃, 色々な家計簿が販売され, 更にはコンピュータ ソフ ト もフリ ーで充実している。 
しかし, 様々な工夫がなされている反面, 使いこなすためには時間がかかり, また全体を把握するのが難しい。 30分ほ
どしか実習時間がないこ と を考えると, 表計算ソフ ト ウェアのシート1 ~ 2 枚程度で良い。 そこで以前 「家庭一般」 で
使用した古典的な家庭簿記の帳簿を参考に, ワークシート及び表計算シート を作った。 これらを使って自分の自由にな
る金銭を, 現金出納帳と現金外出納帳に分けてその流れを把握させよう と試みた。 生徒はワーク シート(図 3 ) にある
課題を表計算シートで計算し, 最終結果をワークシートに書き写す作業を行う。
本時では家計簿の記帳をさせるこ とだけが目標ではない。 収入と支出を記録するこ とで, 金銭の流れが顕在化され自
分のお金の使い方を振り返るこ とができる。 この記録するこ との重要性に気づかせるこ と も日標と した。 
★コ ンピュータ を利用 して、
0 給与明細( 1 月 2 5 日支給) 
右に書かれた翌月分の家計を整理 してみよ う。 
1 年_組_番(氏名) 
N o, 123456 氏名 : 伊川 北斗 1 月分給与 差引支給額 159,415 
基本給 扶養手当 住居手当 通勤手当 残業手当 その他手当 支給額合計 
170,000 0 10,000 10,773 0 0 190,773 
健康保険料 厚生年金 雇用保険料 所得税 住民税 組合費 控除額合計 
7,980 13,585 1,513 6,630 0 1,650 31,358 
0 支出内容と金額 1 月 1 日~ 24 日までの支出 n 自動支払い
食物費 住居費 光熱・水道費 被服費 保健医療費 その他 
37,680 0 *8,664 1,600 2,500 3,720 
日 内容 金額 備考 
25 給料日 
1 月分給与支給 A 自動振込み 
税金、 社会保険料支払い B 自動支払い 
生命保険支払、 定額貯金預入 19 500 1 自動支払い 
食材購入 1 954 
カセツトコンロ用ガスボンベ3 本 185 
雑誌 250 
26 友人と食事会 
2 月分電車定期券購入 7 200 
ラ ンチ980、 飲み会3,500 4 480 1 
N H K 受信料 2,640 自動支払い 
27 クレジット引落 し日 
車のローン支払い 17,900 自動支払い 
トレンチコー ト代 クレジット引落 し 27 000 1 自動支払い 
弁当代 550、 食材購入2,151 2 701 1 
28 2 月分家賃支払い 55,000 自動支払い 食材購入 1,437 コーヒー代350 1 787 1 
29 
携帯電話通信費 6 259 1 自動支払い 
預金引出 し 50 000 
80 午後から映画 
電車賃 640 
映画代 1 600 1 
ジュース代200 夕食 1,980 2 180 1 
ガ ソリ ン代 3 726 1 自動支払い 
31 シ ョ ッ ピング
(靴 8,900クレジット) 
駐車料金 800 
ラ ンチ1,280 食材購入 2,374 8 654 
(1)1 月 1 日の所持金は 72,053 円であった。 31 日の所持金は( ) 円で、
手元にある現金は23,531 円減っている。 通帳残高においても、12 月末の 134,611 円が
1 月末は( )円で 31,274 円減っている。 
(2)1 月は( ) 円の赤字で、 エンゲル係数は約( )% であった。 
★1 月の家計の問題点を考えよ う。 * 整数
(1)現金と預金残高を合わせて54,805 円減っているが、 赤字がそれほどでも
ないのはどう してか? ( 
図 3 第 1 次家庭経済のワークシート(一部) 
68 学校教育学研究, 2015, 第27巻
2 ) 「見かけ上の収支」 の指導の工夫
現在, 代金の支払い方法は現金以外の方法の多様化が
進み, 複雑になっている。 さ らに, 見かけ上の収入や支
出も存在するため, 金銭的な感覚において, 実際と実感
に差が生じる。 しかし、 これについてはあまり注目され
ないため、 気づかぬう ちに負債が膨らむこ と もある。 そ
こで, この見かけ上の収入や支出を生徒に理解させたい。 
そのためプレゼ ンテーシ ョ ンソ フ ト ウェ アのスライ ドに
イ ラス ト を使用し, 生徒がイ メ ージしやすいよう に工夫
を加えた。 その例が図4 である。 平成24年度に実践した
ため, 用語は当時の使用教科書にもとづいている。 
図 4 「見かけ上の収入」 スライ ド例
3 ) 全国銀行協会 『生活設計 ・ マネープラ ンゲーム』
の活用
全国銀行協会の 『生活設計 ・ マネープラ ンゲーム』 は
ダウンロ ー ドで手に入れるこ と ができ るカー ドゲーム教
材で, コ ンピュータ を使って計算でき る表計算シート も
ある。 元 1々 ~ 2 時間授業用の教材であるが, これをコ
ンピュータの利用で1 時間の授業教材となるよう に, さ
らに, 生徒の要望を聞きながら表計算シートやプレゼン
テーシ ョ ン用スライ ド を作り直 した。 アレ ンジした主な
点は, まず, カー ド係をなく し, 班員全員でカードを引
く ことにした。 次に, 作業効率を考えグループワーク記
録用のワーク シート を二つに分けた。 「お金」 の集計は
コ ンピュータの表計算 シート で, 「思い出ポイ ン ト」 の
集計は手計算用シートで, 各係が分担できるよう にした。 
4 ) M y 人生すごろ く と保険会社の人生すごろ く
「家庭基礎」 で最初に学ぶ単元は 「自分の生き方と家
族」 であり, この単元の初めに自分の特徴やライ フスタ
イルについて考え, 最後には自分の人生すごろく (上野, 
1998) を各自作成する (図 5 , 図 6 )。 これを学年末, 
単元 「家計の管理と消費行動」 の最終授業で返却し, さ
ら に保険会社が作成 し た人生すごろ く (第一生命 , 
2013) と比較し考えさせる。 これは, 保険会社が作成し
たすごろく だけに, 思わぬ出費や想定外の不幸, 莫大な
費用のアク シデント な どがあり, 夢いつぱいの生徒の人
生すごろく とは大きな違いがある。 また 「アク シ ョ ンカー
ド」 のコマがあり対応を迫るよう になっている。 こ れに
より自分だったら どう するか, どのよう な備えが必要か
を考えワーク シート に記録する。 こう して自らの人生を
もう一度見つめ直し, 今後の人生を見通す視点を養う こ
と をねらいと した。 この指導の際, 過去の作品をプレゼ
ンテーシ ョ ン用スライ ドにしてすごろ く の要領や評価の
ポイ ント を説明 した。 
図 5 「My 人生すごろ く」 の例 ①
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,図 6 「My 人生すごろ く」 の例 ②
3 . 実践結果と考察
3.1 実施概況
2.3の学習指導案 (図 2 ) から細案を作り, これに基
づき, 平成25年 1 月下旬から2 月にかけて, 兵庫県立A 
高等学校 1 年生, 全 7 クラス (281人) を対象に授業を
行った。授業は3 人の家庭科教師で担当し, 実習時はテイー 
ムテイ ー チ ングで行っ た。
この生徒たちの授業態度はま じめで, 学力は中の上で
あり, 多 く が大学進学を希望している。 こ れらを対象
に 「小遺い帳を学校で学習 したか」 についてアンケート
調査を行ったところ, 89.9% の生徒 (有効回答248人中) 
が初めて学習すると答えた。 たとえ金銭管理についての
指導が行われていたと しても, 生徒には実感さ れていな
いという こ とがわかった。 
高等学校 「家庭基礎」 における消費者教育の充実
3.2 評価一指導目標 (1 ) -
授業の効果と して, 単元 「家計の管理と消費行動」 の
指導目標が達成されたか評価した。 指導目標(1) 「基礎
的な知識の習得」 については, 定期考査の結果から考え
ることができる。 2 月末の学年末考査において, 半分の
50点満点を消費生活分野からの出題にした。 記述問題や
配点が複雑なものを除き, 単純に割り出せる問いについ
ての正答率の平均値は約65% (SD= 17.9) , 概ね理解さ
れたといえる。 但し, 問題によって差があることがわかっ
た。 正答率の高い問題は 「問題商法」 や 「多重債務」 で
あった。 一方, 「家計費の分類」 には正答率がたいへん
低いものがあり, 今後の指導上の課題である。 
3.3 評価一指導目標(2) -
指導目標(2) 「生涯を見通す考え方」 や 「家計の管理
や計画」 については, 単元終了後のワーク シート にこの
単元を振り返る問いをつけ, 自由に記述させた。 この記
述を著者二人で協議して分類, 評価した (表 3 )。
生涯を見通す考え方ができたか (評価規準ア) , 家計
の管理や計画について考えられたか (評価規準イ) につ
いて調べた結果が表4 である。 こ れは単にこの単元の感
想を求める問いで, たいへん漠然と している。 そこで, 
評価規準ア, イのどちらかが記さ れていればよ し と し, 
達成率を求めたと こ ろ約86% と なった。 
表 4 振り返りシートの評価 (N=275) 
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記述した人数 達成率 
評価規準 ア 185人 67.3% 
評価規準 イ 135人 49.1% 
ア、イどちらか 236人 85.8% 
ア、イ両方とも 82人 29.8% 
3.4 l CT活用や実習について
3.3で述べた単元の感想において, こ ちらが工夫を加
えた I C T や実習などについてはあえて尋ねなかった。 
しかし, I C T や実習について記入した生徒が10人いた。 
I C T や実習によって, この単元を興味 ・ 関心を持って
学んだこ とがう かがえる。 
3.5 「家庭基礎」 の学習を振り返って
年度末の最後の授業で, 「家庭基礎」 の学習を振り返
るア ンケート を行っ た。 “も っ と学習 し たい内容” を無
制限に選ぶ問い (表 5 ) において, 調理実習が 1 ~ 3 位
を占めた。 一方, 今回実践した単元 「家計の管理と消費
行動」 の内容が3 つと も6 位以内に入った。 次に “これ
からの人生で役立つ内容” を3 つ選ぶ問い (表 6 ) にお
いては, 「和食の調理」 と並んで 「家計の管理」 が1 位, 
「消費者」 が3 位, 「生活設計」 が5 位という結果がでた。 
直前に行ったためでもあるであろう が、 I C T 教材やC 
S R教材を用いた実習による効果でもあると推察される。 
表 3 単元 「家計の管理と消費行動」 の感想(抜粋) (注) 二重線 : 評価規準ア 波線: 評価規準イ
(ア) ( イ) 両方の観点の入った感想 片方のみの感想 
A : 人生には何が起こ るかわ 
からないという こ とがよ く わ 
かった。 急に起こ って大変な 
のはやっぱり お金のこ と だか 
ら、 貯金と保険加入が大事だ 
と思った。 
B : リ スト ラなど考えも しな 
かったけ ど、 も しかしたら と 
いう時のために貯金が必要で、 
そのためには職業選択が大事 
がっているんだと思った。 
E : 人生すごろく を自分で作つ 
た時と、 今の現在の夢や進路 
が違っていて、 1 年でこ んな 
に変わるものかと思った。 こ 
け ど、 目標に向かってがんば 
ー
る_! ( アのみ) 
C : 人生には結婚や就職など 
があってお金が関わってく る。 
独身か、 結婚して子どもがい 
るかで費用が変わってく るが、 a家計 の管理) をしっかり し ていきたい。 詐欺や大損をし ないためにも し っかり と した _知識を持つていたい。 D : 今は親に生計を立てても ら っているが、 いずれは自立 しなければいけない。 思わぬ アク シデン ト に備え、 常日 ご ろから用心しておく こ とが大 切だとわかった。 自分の身 く らいは自分で守れるよう にな と思った F : 家計について知らないこ とが多 く、授業で習って、 思つ たより ずっと複雑で大変だっ た。 収入や支出の種類や、様々 なアク シデント な どはあまり M深く 考えたこ とがなかったの nで、 今回 えることができて よかった。(イのみ) I C T 、 実習 (ゲームやすごろく) 等についての感想i パソ コ ンを使ったり 、 すごろ く をし たり してわかり やすかったし、 楽 しかったです。
ii ゲームとかしていたら、 自分の予想外の出来事があって楽しかったです。 自分の人生で
も起こ るかも しれないから、 し っかり と生活設計しておきたいです。
if 実際に作業をする授業が多かったので退屈 しな く てよかった。 家計について参考になっ
た。
iv モニターを使っていつも とは違う 雰囲気で楽しかった。 黒板の字がきれいで見やすかっ
た。 
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表 5 「家庭基礎」 学年末アンケート ①もっと学習したい内容は? (複数回答可) N=195 
自 
分 
と 
は 
人 
生 
行 
路 
家 
族 
変 
容 
家 
族 
法 
家 
族 
機 
能 
高 
齢 
社 
会 
高 
齢 
者 
社 
福 
祉 
食 
の 
課 
題 
栄 
養 
素 
食 
の 
安 
全 
和 
食 
調 
理 
弁 
当 
調 
理 
菓 
子 
調 
理 
住 
居 
機 
能 
住 
宅 
計 
画 
室 
内 
環 
境 
衣 
服 
機 
能 
衣 
服 
素 
材 
衣 
服 
管 
理 
裁 
縫 
親 
に 
な 
る 
子 
の 
発 
達 
子 
と 
遊 
び 
社 
支 
援 
家 
計 
管 
理 
消 
費 
者 
生 
活 
設 
計 
人 
数 8 12 0 3 2 4 5 4 11 21 16 74 60 90 6 4 8 3 1 5 37 14 15 26 5 24 24 22 
順 
位 15 13 28 24 26 21 18 21 14 9 10 2 3 1 17 21 15 24 27 18 4 12 11 5 18 6 6 8 
表 6 「家庭基礎」 学年末アンケート ②これからの人生で役立つ内容は? ( 3 つまで) N=195 
自 
分 
と 
は 
人 
生 
行 
路 
家 
族 
変 
容 
家 
族 
法 
家 
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機 
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子 
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遊 
び 
社 
支 
援 
家 
計 
管 
理 
消 
費 
者 
生 
活 
設 
計 
人 
数 10 11 1 6 0 5 10 4 7 28 24 64 22 13 13 2 12 2 5 6 33 43 20 17 2 64 45 38 
順 
位 16 15 27 19 28 21 16 23 18 7 8 1 9 12 12 24 14 24 21 19 6 4 10 11 24 1 3 5 
4 . まとめと今後の課題
高等学校家庭科の必修科目において, 限られた授業時
間の中で, どう すれば消費者教育をより充実したものに
なるかを考え, これを実践した。 まず学習内容を精選し, 
その上でライ フデザイ ンを主軸に据えた年間指導計画 ・ 
単元計画をたてた。 指導に際し, 生徒の興味 ・ 関心を高
め, かつ活動を効率的に進めるため, 実践校で使用でき
る I C T 機器を活用した。 また, C S R によって提供さ
れた教材を, 指導目標に合う よう にアレ ンジして授業に
組み入れた。 これらの取り組みにより, 知識の習得につ
いては一部に課題を残すものの概ね理解しており, 意欲 ・ 
関心については予想以上の成果を得た。 2 単位科目であっ
ても6 ~ 7 時間あれば, 実習を取り入れながらも コ ンパ
ク ト に授業実践できるこ とがわかった。 特に, 選択科目
ではなく, 必修科目と して生徒全員が履修するこ とに意
味があると考える。
実践校において, 9 割の生徒が小遣い帳について初め
て学習すると答えた。 日本において, 多重債務などの経
済 ・ 生活問題が原因 ・ 動機となる自殺者が5219人 (平成
24年度) という データ(内閣府他, 2013) もあり, 学校
教育において 「自分のお金を管理する術」 は必要不可欠
な学習内容ではないだろう か。 知識の習得において課題
の残ったこの学習について, 今後さ らに充実させていき
たい。 
付記
最後に, 優良な学校教育教材をC S R と して提供して
く ださ った事業者に謝意を表する。 
引用 ・ 参考文献
第一生命 (株) 『ライ フサイ クルゲームII ~ 生涯設計のス
ス メ ~ 』 http://www.dai-ichi-li fe.co.jp/tips/1c_game/ 
index.htm1 (2013年10月3 日閲覧)
兵庫県教育委員会 記者発表 「平成26年度使用県立学校
教科用図書の採択について」 http://www.hyogo-c.ed.jp/
~board-bo/kisya25/2509/2509053.html (2013年10月5 日
閲覧)
御船美智子, 山本紀久子, 近藤恵 「現代社会における消
費者教育の内容と方法」 『消費者教育』26, 日本消費
者教育学会, pp23-32 (2006)
文部科学省 『学習指導要領』 (2009)
文部科学省 『学習指導要領解説家庭編』 (2010)
内閣府, 警察庁 「平成24年度中における自殺の状況 (表
4 ) 年齢階級別、 原因 ・ 動機別 自殺者数」http:// 
www8.cao.go.jp/Jisatsutaisaku/toukei/pdf/h24joukyou/
furoku1.pdf (2013年11月 5 日閲覧)
中屋紀子, 長沢由喜子, 日景弥生, 高木直, 西内みなみ,
滝山桂子 「高等学校必修家庭科履修者の感想文分析
新構想研究束北地区のデータから (第 1 報) 」 『日本家
庭科教育学会誌』44(1) , 日本家庭科教育学会, pp 41-
51 (2001)
大石美佳 「ウ 生活設計」 石川実編著 『高校家庭科にお
ける家族 ・ 保育 ・ 福祉 ・ 経済』 家政教育社, pp 57-
71 (2001)
田中由美子 「高等学校家庭科における消費者 ・ 金融教育
の学習内容に関する研究」 『消費者教育』29, 日本消
費者教育学会, pp.199-207 (2009)
上野顕子 「人生すごろ く をつく ろう」 牧野カツ コ編著
『家庭科ワークブック』 国土社, pp 40-43 (1998)
全国銀行協会 『生活設計 ・ マネープラ ンゲーム』http://
www.zenginkyo.or.jp/education/material/1oan」r_highscho 
o1/game.htm1 (2013年10月1 日閲覧) 
